






































































































































































































































































































































































































































































































































































4 寺嶋弘道「三岸好太郎の軌跡」（江藤欣弥・寺嶋弘道『三岸好太郎 ― 夭折のモダニスト』北海道新聞社、
一九八三年四月）。
5 註 4 と同じ、九六頁。
6 『セレクト』一卷八號、セレクト社、一九三〇年八月。
 註 4 と同じ。
8 匠秀夫編、『三岸好太郎全画集』朝日新聞社、一九八三年九月。
9 註 4 と同じ。
0 註 4 と同じ。
 塚原史「中原中也とツァラの「サーカス」試論 ― ダダ百年をめぐって」（『中原中也研究』第二十二号、
中原中也の会、二〇一七年八月）。
 『ダダの性と身体　エルンスト・ダロス・ヘーヒ』ブリュッケ、一九九八年一二月。









9 「浮遊の表象 ― 近藤東と「カタカナ」詩の問題の中心に ―」、『昭和文学研究』第 4 集（昭和文学会、
二〇一七年三月）、所収。
0 「「視覚詩」の世界 ―《海と射光》」（『日本の近代美術 0 不安と戦争の時代』大月書店、一九九二年一一
月）。
道化と蝶の影と　
 註  と同じ。
 「三岸好太郎と詩」（『三彩』№ 、三彩社、一九七八年六月）。









5 引用は註  に同じ。
6 この「×　×　×」については高橋世織「風穴としてのナンセンスとシュール ― 一九三〇年代の商
ブランド
品」
（『幻想文学』第二十七号、幻想文学出版局、一九八九年九月）が「意味性だけが硬化するファシズム言語
の暴風が吹き荒れはじめた季節にあって、意
セ ン ス
味を脱色し、息詰まる日常言語に対し、伏字×××のように
自らが風穴をあける呪語であったのだ。」と述べている。

